
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　4000720002CC/20090403

( 科目コード：4000720002CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 II

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・2 年次
【担当教員】

五十嵐 睦夫
平 靖之
玉置 豊美

【授業目標・教育方針】
物理 I に引き続き、高校課程の物理を学ぶ。物理 I で学んだ力学の知識を基にして、波動現象に共通した性質を理解
することを目的とする。また、電子・原子について概観を得る。さらに物理実験を行い、現象を体感して学んだ知識
によって整理することを目指す。個々の習得すべき事項は以下のとおりである。

・水面波・地震波・音波・光波などいろいろな波があることを理解すること。
・波動に共通な性質について理解すること。
・重ね合わせの原理やホイヘンスの原理を理解すること。
・音波の性質についての概観を得ること。
・発音体の振動と共鳴・共振、ドップラー効果について理解すること。
・光波の性質や光の干渉・回折などを理解すること。
・電子が電荷を持った素粒子であることを認識すること。
・電荷の概念およびそれを担うのが電子・原子核であることを認識すること。
・原子の成り立ちについて、粒子の二重性の側面から理解すること。
・物理実験を通じ体感して学んだ現象を知識として整理すること。

【授業概要】
［波動分野 (15 回 )：　玉置担当］
・波動：　自然界には、水面波・地震波・音波・光波などいろいろな波がある。これらの波動に共通な性質について
学び、重ね合わせの原理やホイヘンスの原理について理解する。
・音波：　音波の性質や発音体の振動と共鳴・共振、ドップラー効果について学ぶ。
・光波：　光波の性質や光の干渉・回折などを学習する。

［原子分野（５回）：　五十嵐担当］
・電子：　電子は電荷を持った素粒子であり、電流を担うことを認識すること。
・原子：　原子の成り立ちを概観し、粒子の二重性の側面から理解すること。

［物理実験（10 回）：　五十嵐・平担当］
・代表的なテーマの実験に取り組み、体験的に学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高等学校物理 IB（数研出版）
資料集：新訂物理図解（第一学習社）
傍用問題集：センサー物理 I ＋ II（啓林館）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
週２回のうちの１回は座学による授業をおこなう。（玉置担当）
もう１回については、序盤は座学による授業をおこない、中盤から終盤には実験をおこなう。実験時には、クラス全
体を２グループに分け、別テーマの実験を同時並行して実施する。（五十嵐および平担当）

【メッセージ】
物理で現れた考え方は工学における様々な場面で活用することになるでしょう。基本的な例題の解法は必ず身につけ
られるよう、自分の体を動かして理解するように心がけてください。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

　 波動分野（玉置担当）の内容は
以下のとおり

　

第 1 回～ 2 回 波動と媒質の運動 波動、等速円運動と単振動、横波と縦波、縦波の図示 レポート・小テストを
適宜おこなう

第 3 回 正弦波の表し方 正弦波を表す要素、正弦波の式
第 4 回～ 5 回 重ね合わせと干渉 波の重ね合わせの原理、定常波、波の干渉 レポート・小テストを

適宜おこなう
第 6 回～ 7 回 反射・屈折・回折 ホイヘンスの原理、波の反射・屈折・回折、反射波の

位相
第 8 回～ 9 回 音波とその伝わり方 音波、音の高さ・強さ・大きさ、音の速さ、音の反

射・屈折・回折、音の干渉・うなり
レポート・小テストを
適宜おこなう

第 10 回 発音体の振動と共振・共鳴 弦の振動、気柱の振動、共振・共鳴
第 11 回 ドップラー効果 音源が動く場合、観測者が動く場合、音源と観測者が

動く場合
レポート・小テストを
適宜おこなう

第 12 回～ 13 回 光の進み方 光、光の速さ、光の反射・屈折、レンズを通る光、全
反射

第 14 回～ 15 回 光の干渉と回折 可視光線の色、ヤングの実験、回折格子、薄膜による
光の干渉、ニュートン環

　 原子・物理実験（五十嵐・平担
当）の内容は以下のとおり

　

第 1 回～ 2 回 電子と原子 物体がもつ電気、摩擦による帯電、静電気力、クーロ
ンの法則、電気量保存の法則、導体と不導体、導体の
静電誘導、不導体の静電分極

レポート・小テストを
適宜おこなう

第 3 回～ 4 回 波動性と粒子性 電場、電荷のまわりの電場、電気力線、帯電体からで
る電気力線の数、電位と電位差、電場と電位差の関
係、静電気による位置エネルギー、電場中の導体

第 5 回 原子と原子核 コンデンサー、電気容量、誘電体のはたらき、コンデ
ンサーの接続、コンデンサーに蓄えられるエネルギー

第 6 回～ 15 回 物理実験 等加速度運動、振り子の振動、熱の仕事等量、等電位
面、気柱の共鳴、光電効果

レポート・小テストを
適宜おこなう
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